













Does China’s FDI have a positive effect on economic 








 China has attracted a great deal of FDI flows from developed countries in the past three decades. At 
the same time, it has emerged as an important source country of FDI for some developing countries. 
China’s trade with African and FDI to this region has increased substantially in recent years, including 
most countries in Sub-Saharan Africa. The objective of this study is to examine whether China’s FDI has 
a positive effect on economic growth in Sub-Saharan Africa. Using the panel data consisting of 39 
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第１章 はじめに 





























































 2）清田（2002）に基づく。清田 博幸（2002）『サブサハラ・アフリカにおける貿易政策改革 －貧困削減への取り組みにおける開
発援助への有効性－』，JICA研究所 
 3）UNCTAD(2006)による。United National Conference on Trade and Development (UNCTAD) (2006) “World Investment Report 2006”, 
UNCTAD. 












対内投資残高（A） 対外投資残高（B） （A）－（B） 
金額 対GDP比率 金額 対GDP比率 金額 対GDP比率 地域/国 
（10億ドル） （％） （10億ドル） （％） （10億ドル） （％） 
世界 10130 22.7 10672 23.9 -542 -1.2 
    
先進国 7117 21.4 9272 27.9 -2155 -6.5 
ヨーロッパ 4731 33.5 6244 44.2 -1513 -10.7 
北米 1983 14.6 2451 18 -468 -3.4 
その他 403 7.3 577 10.5 -174 -6.3 
    
発展途上国 2757 27 1274 12.8 1483 14.2 
アフリカ 264 28.2 54 6.2 211 22 
中南米 937 36.7 345 13.8 592 22.9 
アジア太平洋 1555 23.2 874 13.3 681 9.9 
中国 318 14.3 46 2.1 272 12.2 
    
移行経済諸国 256 21.2 
 
126 11.1 129 10.1 
出所）UNCTAD（2006） 












図１ サブサハラアフリカへの資本流入    （単位：百万ドル） 
 
データ）WDI online databaseより筆者作成 
図２ 発展途上国におけるFDIストックの推移    （単位：百万ドル） 
 
データ）UNCTAD Online database より筆者作成 
 4）2005年におけるFDI（インフロー）対GDP比率はサブサハラアフリカで3.2％、発展途上国平均が3.3％である。UNCTADのデータ
をもとに集計。 























図３ アフリカのFDIストックの推移    （単位：百万ドル） 
 
データ）UNCTAD Online database より筆者作成 
 5）UNCTAD Online databaseより集計。世界シェアはそれぞれ、インフロー：4.6％、ストック：2.2％である。 
 















（年） 全体（億ドル） アジア アフリカ 欧州 中南米 北米 オセアニア 
2004 527 63.50％ 1.70％ 1.30％ 15.70％ 1.70％ 1.00％ 
2005 645 63.50％ 2.50％ 2.00％ 17.80％ 2.00％ 1.00％ 
2006 824 58.20％ 3.10％ 2.80％ 23.90％ 1.90％ 1.10％ 
データ）中華人民共和国国家統計局、中国商務部統計より筆者作成 
 6）United Nations(2007)による。United Nations (2007), “Asian Foreign Direct Investment in Africa” New York: United Nations. 
 7）中国商務部ホームページによる。 
図４ 中国の対アフリカFDI    （単位：百万ドル）
 
データ）中華人民共和国国家統計局、中国商務部統計より筆者作成 






















 8）吉田（2007）による。吉田 栄一（2007）『アフリカに吹く中国の嵐、アジアの旋風』，日本貿易振興機構アジア経済研究所 
表３ 対外投資国別産業指導目録（サブサハラアフリカ地域 一部抜粋） 
対象国 農林、牧畜、水産業 採鉱業 製造業 サービス業 
スーダン  石油、天然ガス トラクター、ディーゼルエンジン、農業用機械、石油精製、医薬品 地質調査、建設 
モーリタニア 漁業  農産物加工、皮革、毛皮、羽毛品 電話通信 
マリ  金鉱 農産物加工、衣料品、化学原料及び化学製品、建築材料 
貿易、小売、 
建設、 






ケニア   輸送機器、農業用機材、医薬品  








 Borensztein et al(1998)10）は69の発展途上国によるクロスカントリー回帰により、どのようなチャ
対象国 農林、牧畜、水産業 採鉱業 製造業 サービス業 





ザンビア 穀物 銅鉱、金鉱 農産物加工、輸送機器及び部品、オートバイ、自転車、トライシクル  
モザンビーク 水産業  輸送機器及びその部品、オートバイ、自転車、医薬品、日用品  
ナミビア 漁業 亜鉛 農作物加工、繊維・衣料品、電気機器、プラスチック製品  
マダガスカル 水産業、漁業  繊維・衣料品、農作物加工、医薬品  







カメルーン 農作物栽培、森林開発  
建設材料製造、二輪車・自転車など交
通運輸設備・部品製造  
セーシェル 漁業漁労  農副食品加工、電子設備製造  
ガーナ 漁業漁労  建設材料、繊維・アパレル、靴類 建設 
ニジェール  石油、天然ガス 繊維・アパレル製造、農業機械製造 電信サービス 
モーリシャス 水産養殖  海産品加工、繊維・アパレル製造 観光、電信 
ジンバブエ タバコ栽培 クロム鉱石 金属製品製造、プラスチック製品製造、建設材料製造 観光ホテル 
ボツワナ  銅ニッケル鉱 農副食品加工、皮革・その製品 建設 
出所） 中国商務部ホームページ、一部神和住（2005）より引用9） 
 9）原典は中国商務部ホームページ。引用部は神和(2005)p.239。神和住愛子 (2005) 「第11章 中国の対アフリカ政策と貿易政策」、平
野克己編 『アフリカ諸国における外資企業の新展開』日本貿易振興機構アジア経済研究所。 
10）Borensztein, E., J. De Gregorio, and J-W. Lee (1998), “How Does Foreign Direct Investment Affect Economic Growth?”, Journal of 
International Economics, Vol. 45, pp.115-135. 




 Borensztein et al(1998)や他の研究は、全世界や広く発展途上国に焦点を当てたもので、地域の限
定は特になされておらず、分析モデルにおいて地域ダミーを使用するなどの方法によるものが多い。
アジアやラテンアメリカなどの国々を分析対象にした研究はなされていることもあるが、サブサハ























11）Calamitsis, Evangelos A., Anupam Basu and Dhaneshwar Ghura (1999) “Adjustment and Growth in Sub-Saharan Africa,” Working Paper, 
No.99/51, Washington,D.C,: International Monetary Fund. 
12）Devarajan, Shantayanan, William R. Easterly and Howard Pack (2003) “Low Investment Is Not the Constraint on African Development,”
Economic Development and Cultural Change, Vol.51, No.3, pp547-571. 
13）Jenkins, Rhys and Chris Edwards (2006), “The economic impacts of China and India on sub-Saharan Africa: Trends and prospects”, Journal 
of Asian Economics, Vol. 17, No.2, pp. 207-225. 








 本稿の分析は、前章の先行研究でも取り上げたBorensztein et al(1998)を基に行う。Borensztein et 
al(1998)の研究で用いられたモデルは次の通りである。 






















SCHOOL：中等教育の就学率。（Net enrollment for Secondary School） 
SCHOOL*FDI：就学率とFDIの交差項 
 





















FDIはNational Bureau of Statistics of Chinaより、その他の変数については、World BankのWorld 
















Borensztein et al(1998)とも整合する。 
14）分析の対象国は次の通り：Angola, Benin, Botswana, Burkina Faso, Burundi, Cameroon, Cape Verde, Central African Republic, Congo
Dem Rep (DRC), Congo Rep, Equatorial Guinea, Eritrea, Ethiopia, Gabon, Gambia, Ghana, Guinea, Guinea-Bissau, Kenya, Lesotho, 
Liberia, Madagascar, Malawi, Mali, Mauritania, Mauritius, Namibia, Niger, Nigeria, Seychelles, Sierra Leone, South Africa, Sudan,
Tanzania, Togo, Uganda, Zambia, Zimbabwe 
15）UNCTAD On-line Databases (http://stats.unctad.org/fdi/ReportFolders/reportFolders.aspx), World Development Indicators Online  
(http://publications.worldbank.org/WDI/), National Bureau of Statistic of China ( http://www.stats.gov.cn/english/) 
＋εit
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説明変数 1  2  3  4  5  6  
Log(IGDP) -0.3681  -0.3664  -0.8248  -1.3461  -0.9108  0.2539  
 (0.6150)  (0.5438)  (1.0537)  (1.0125)  (0.7583)  (0.6777)  
FDI  0.4065 *** 0.6098 *** 0.9817 ***   0.4787 *** 
  (0.0944)  (0.1136)  (0.1766)    (0.1050)  
CHINA 0.0327  0.4809  0.8520 ** 0.8893 ***   0.6199  
 (0.4361)  (0.3995)  (0.3859)  (0.3641)    (0.4061)  
TRADE     0.0393 * -0.0336  
     (0.0205)  (0.0223)  
ODA         
         
SCHOOL   0.0042  0.11671 *     
   (0.0553)  (0.0672)      
SCHOOL*FDI    -0.0163 ***     
    (0.0062)      
定数項 6.5085 *  6.9215  7.4737  7.3863 * 3.025231  
 (3.8697)   (5.4687)  (5.1590)  (4.0363)  (3.596946)  
Adj R-squared 0.0258  0.1978  0.3765  0.4460  0.0187  0.2139  
F値 0.8326  0.0008  0.0000  0.0000  0.1639  0.0008  
(   )は標準偏差 
***, **, *はそれぞれ、有意水準１％、５％、10％ 












説明変数 7  8  9  10  11  12  
Log(IGDP) -0.3571  -0.9851  -0.2342  -0.9796  -0.34126  -0.089  
 (0.8086)  (0.7095)  (0.9914)  (1.2387)  (0.8624)  (1.1809)  
FDI  0.4314 *** 0.7444 *** 0.6088 *** 0.4903 *** 0.7468 *** 
  (0.0956)  (0.1137)  (0.1148)  (0.1052)  (0.1154)  
CHINA  0.5565  1.0474 *** 0.8514 *** 0.6653  1.0505 *** 
  (0.4008)  (0.3619)  (0.3898)  (0.4073)  (0.3658)  
TRADE   -0.0622 ***  -0.0294  -0.0630 *** 
   (0.0523)   (0.0226)  (0.0208)  
ODA -0.0494  -0.1122   -0.0229  -0.0936  0.0204  
 (0.0870)  (0.0834)   (0.0940)  (0.0842)  (0.0879)  
SCHOOL   0.0392 *** 0.0068    0.0373  
   -0.0523  (0.0569)    (0.0535)  
SCHOOL*FDI         
         
定数項 7.5563  9.5938 * 6.2697  8.0329  7.2921  5.2725  
 (5.6868)  (4.9734)  -5.0516  (7.1573)  (5.2539)  (6.6703)  
Adj R-squared 0.0189  0.2081  0.4689  0.3641  0.2170  0.4580  
F値 0.8463  0.001  0.0000  0.0001  0.0013  0.0000  
(   )は標準偏差 
***, **, *はそれぞれ、有意水準１％、５％、10％ 
第14巻１号 中国の直接投資はサブサハラアフリカに経済成長をもたらすか 251 
関関係を考えた場合、就学率と合わせて重回帰した場合に統計学的に有意な結果が得られ、中国の
FDIがサブサハラアフリカの経済成長にプラスに作用することが分かった。先行研究でも示されて
いたように、人的資本ストックによってFDIの持つ影響力が変わる。中国は、民間企業のFDIだけで
なく、医療や教育といったソフトの面での協力関係も築いていこうとしている。教育の充実がFDI
による経済成長を促進させるのであれば、その政策は進めていくべきものであるだろう。 
 本稿での分析において、貿易のその対GDP比率の増加が経済成長に負の影響を与えるとの結果を
得たが、今後この点についても解釈を進めたい。 
